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Abstract 
1 
The first aim of this paper is to clarify the transition of secondary mathematics 
巴ducationfrom 1943 to 1947. For this aim， 1 巴xamm巴dthr巴巴 typ巴sof t巴xtbooks，th巴
national textbooks edited in 1944 and 1945， the stop-gap textbooks used in 1946， and 
th巴 nationalt巴xtbooksus巴dfrom 1947 
The second aim is to clarify the great achievement of the Mathematical Association 
of Japan for S巴condaryEducation， which contribut巴dfor s巴condarymath巴matJcs巴ducation
before the WW Il.For this aim， 1 examined the academic journals of the Association 
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1. 中等学校令の制定
昭和 6 [1931J年の満州事変以後，日本の政治的社会的情況は万世一系の絶対的天皇制にもと
づく日本精神の顕揚と国体護持の思想、が急速に高まっていった。そして，昭和10[1935J年2月
18日の貴族院本会議における菊池武夫議員の演説に端を発した天皇機関説事件が起こり，これに
連動して， 4月9日には;文部省による「国体明徴に関する訓令J(国体明徴訓令)が発せられ，
さらに 8月3日と10月15日の 2回にわたって「国体明徴に関する政府声明J(第一次投び第二次
の国体明徴声明)が発表されるという事態に至り，天皇機関説の支除を目的とした国体明徴声明
の具体化として1月18日に教学刷新評議会が設置されたのである。
教学刷新評議会はその趣局書にあるように， i国体観念，日本精神を根本として学問，教育刷
新の方途を議し，宏大にして中正なる我が国本来の道を闇明し，外来文化摂取の精神を明瞭なら
しめ， )<:1攻上必要なる方針と主なる事項とを決定し以て我が国教学刷新の歩を進め，其の発展振
興を図らんとす」るために文部大臣の諮問機関として設置され， 12月5日の第 1回総会に始まり，
3回の総会の後， 9回に及ぶ特別委員会の答巾を受けて開催された第4回総会(昭和1年10月29
日)において「教学刷新に関する答申」及び「建議」を採択して実質的な任務を終えたのである O
この教学刷新評議会の建議では「政府は我が国内外の情勢に鑑み，教学の指導並に丈政の改善
※ uegaki@gifu.shotoku.ac.jp 
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に関する重要事項を審議するため，内閣総理大臣統轄の下に，有力なる諮詞機関を設置せられん
ことを望む」と提言され， この提言にもとづいて戦前期最大規模の「教育審議会」が昭和12
[1937J年12月10日に設置され，その諸答巾及び建議にもとづいて戦前期最後の大規模な国粋主
義的・軍国宇会義的な教育改革が推し進められていくことになったのである。
教育審議会における中等教育に関する特別委員会の審議は初等教育に関する審議終了後の第24
回委員会(昭和13年1月30日)から開始され. 12月23日の第30固まで7回にわたって行われた。
特別委員会では審議にあたっての問題点や審議の枠組みが議論され，中等教育一元化問題に関連
して，中学校教育の目的，第一種第二種制度問題，修業年限問題，入学試験制度問題，教育内容
と方法の問題などが議論の姐上にあがったが，実質的な審議は第30回特別委員会の開催日に始ま
る第1回整理委員会から昭干114[1939J年7月14日の第羽田整理委員会までの羽田にわたって行
われた。
中等教育に関する整理委員会では第30回から「中等学校に関する要綱案」が審議され，第39回
で審議は終了した。この要綱案は特別委員会において審議され，昭和14年9月14日の第1回総会
において， i高等学校に関する要綱」と合わせた「中等教育に関する件(答巾)Jとして可決され
たのである(1)。この中等教育に関する答巾にもとづいて中等学校制度の全面的改革が進められ，
H同118日943J年1月21日「中等学校令」が制定公布されたのである。この中等学校令では，
「第二条 中等学校を分ちて中学校，高等女学校及実業学校とす」
「第七条 中等学校の修業年限は四年とす但し土地の情況に依り高等女学校に在りでは二年，
実業学校に在りては男子に付ては二年，女子に付ては二年と為すことを得」
「第十二条 中等学校に於ては;文部省に於て著作権を有する教科用図書を使用すべし但し特別
の必要ある場合に於て文部大臣別段の定を為したるときは此の限に在らず」
と規定されたことにより，修業年限は原則J4年となり，教科書は固定制となった。中等学校の教
科書が固定制となったのは明治以来の学校教育制度において初めてのことであった。
また中等学校令の公布により，従来の「中学校令J，i高等女学校令J，i実業学校令」は廃止さ
れ，新たに「中学校規程J.i高等女学校規程J.i実業学校規程」が昭和18年3月2日に制定され
た。この規程によって，中学校の教科は国民科，理数科，体錬科，芸能科，実業科，外国語科と
なったのである。
2.中学校の固定数学教科書(戦時)
中学校数学の固定教科書(戦時)を一覧表にすると[表 1Jのようになる。発行所は中等学校
教科書株式会社である。また. i翻安1 Jは翻刻印刷及び翻刻発行を. i修正」は修正印刷及び修正
発行を意味する。一覧表の「発行所」の欄において「一番館印刷J，i二主協印刷」及び「大日本印
刷Jとあるものは発行所が記載されておらず「非売品Jとなっているから， “見本本"として発
行されたものであろう。ただし， i中等数学二 第一類」については定価35銭として中教出版か
ら翻刻印刷・翻刻発行されているから実際に使用されたものと思われる。また，その他の“見本
本"についても，修正印刷・修正発行されて使用された可能性はあるが，筆者は未見である。な
お. i * J印のものは表紙の教科書名「中等数学」などが縦書きになっているO
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[表 1]中学校・固定数学教科書(戦時)一覧
教科書名 印刷年月 H 発行年月 H 発行所 員数 定価(銭)
(K日平日) (K日平日)
中等数学 19. 1. 21 19. 1. 25 中教 88 36 
第一類 翻刻19.1. 25 翻刻19.3. 5 中教 88 36 
中等数学一 19. 2. 6 19. 2. 10 中教 88 40 
第て類 翻刻19.2. 10 翻刻19.3. 5 中教 88 40 
修正19.12. 16 修正19.12. 20 * ー番館印刷 88 非売品
中等数学一 19. 1. 21 19. 1. 25 J協印刷 88 非売品
第一類 翻刻19.1. 25 翻刻19.3. 5 * 中教 88 35 
中等数学 19. 3.28 19. 4. 1 中教 88 38 
第て類 翻刻19.4. 1 翻刻19.4. 20 中教 88 38 
修正19.12. 16 修正19.12. 20 * J協印刷 88 非売品
中等数学二 20. 4.20 20. 4. 27 * 大日本印刷 57 非売品
第一類
中等数学二 未発行
第て類
固定教科書『中等数学』中学校用 筆者蔵 『中等数学ニ第一類Jl r中等数学三第一類』
筆者蔵 三重大学附属図書館所蔵
上記の写真に見られるように，表紙の題字に横書きと縦書きの 2種類がある。当時第一編修課
長であった井上起によれば，阿部長景文部大臣(昭和18年 4 月 23 日 ~19年 7 月 22 日在任)は「理
科教科書の横書きを縦書きにせよ」川と言ったそうである。さすがに，数学及び理科の教科書
のみ;文まで縦書きにするのは困難であるから，表紙の題字だけ縦書きにする版が現れたのかもし
れなL、。上記の写真にある「中等数学二第一類」には，題字が横書きと縦書きの 2種類あるが，
奥付はまったく同じであるから，縦書きに関する統一的基準はなかったと思われる O
3.中学校数学・墨塗り教科書の一例
国民学校教科書の墨塗りに関しては「国民学校後期使用図書中の削除修正箇所の件」川(昭和
21年 1月25日)が通牒されていたが，中等学校教科書の墨塗りに関する通牒は出されていない。
したがって，国民学校教科書の場合に準じて各学校で判断し，削除修正を行なったものと思われ
る。ここでは， r中等数学二第一類』を例にして紹介しておこう。
筆者所蔵の「中等数学二第一類」は 3冊あり， 1冊は墨塗り前の原本で所有者不明， 1冊は
裏表紙に「島根県宅立大社中皐 社中ノ二皐年三組 岡田梓」と記名されている。もう 1れI}は裏表
紙に「二ノ一 大谷裕売」と書かれているが校名は見られな ~ìo しかし， i豊沃無比の武蔵野に」
から始まる校歌らしき歌詞が書かれた
右のような紙片が挟まれていた。
この歌詞をもとに調査した結果，埼
二長県立豊岡実業学校と判明した。した
がって，中学校用の教科書として作成
された『中等数学』が実業学校でも使
用されていたことがわかる。
なお， この学校は1920年7月，埼二長
県豊岡町立豊岡小学校内に学校組合立
豊岡農学校(2年制・全日制・男子の
み)として開校し， 1927年9月， 5年
制実業学校に改組されて学校組合立豊岡実業学校(全日制・男子のみ・農商兼修)に校名変更と
なった。その後， 1941年4月埼二長県に移管されて埼二R県立豊岡実業学校となり， 1943年4月中等
学校令により修業年限が4年に短縮され，終戦を迎えたとのことであり，先の歌詞は校歌ではな
く応援歌とのことである。
さて，上記の 3冊(原本，岡田本，大谷本)を比べてみると，
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一見してわかるように，岡田本では墨塗りの方法が用いられているが，大谷本では向紙を貼付
する方法が用いられている。また，上記の28頁以外にも，墨塗りあるいは白紙貼付されている箇
所に合まれる言葉が次のように見られる。
21頁の問八，問九攻撃隊，空砲という言葉
24 -25頁の問八大東亜戦争という言葉
27頁の問八偵察機，爆撃機，敵機という言葉
50頁の間三飛行機という言葉
80頁の間二主 部隊，基地，本隊， {云令という言葉
これらの筒所は岡田本と大谷本にほぼ共通して見られることから，
ても国民学校教科書に準じて墨塗りが行われたと思われる。
中学校の数学教科書につい
??????????????????『中等数学ニ第一類』原本
筆者蔵
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4. 中学校の暫定数学教科書(戦後)
中学校の暫定数学教科書は第 l学年から第4学年までの第一類と第二類の教科書で，計8種類
及び「数表」であり，すべての教科書が「前Ji中Ji後」の 3分冊形式となっている。最も早く
発行されたのは第 l学年用の 「中等数学一第一類J(前)であり，昭和21年 3月5日発行である。
中学校の暫定教科書についても，国民学校暫定教科書と同様に，事前に英訳原稿が CIEに提
出され，検閲・許可を得てか ら「文部省検査済」 として発行されたのである。CIEによる原稿
受理，検閲及ひ、許可の時期についての資料は国立国会図書館憲政資料室所蔵のいわゆる「在米史
料J(マイクロフィッシュ)に見出すことができる。荒敬 ・内海愛子 ・林博史編 『国立国会図書
館所蔵 GHQ/SCAP文書目録』の「第2巻 CIE/民間情報教育局」によれば，昭和21年度用暫
定数学教科書に関する史料は，
中学校用については BoxNo.5571/10-16， 5572/5 
高等女学校用については BoxNo.5572/ 1 -4 
数表については BoxNo.5574/16-17 
に収録されている O
たとえば，中学校第1学年用の 『中等数学 一 第一類」に関する在米史料(マイクロフィッシュ)
はBoxNo.5571j10に収められていて，その内容は下記に示す通りである。
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この形式は国民学校の場合と同じであり，下欄に記録されている日付は下記のようになっているo
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渉この段後の印刷許可日の(1)， (2)は，それぞれ第1学年用第一類の 3分冊のうちの「前」
と「中」である。そのことは，下記に示すように， 日本側史料である暫定数学教科書『中等数学
一第一類」の「前」と「中」の奥付を見れば明らかである。
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上記の写真(左)のように，暫定教科書では用紙節約のため，奥付が目次の下に印刷されてい
る例も見られる。なお， I APPROVED BY MINISTRY OF EDUCATIONjの日イ寸がCIEの
印刷許可日と同一であること，その他の書式も国民学校の場合と同様である。また，高等女学校
の暫定数学教科書についても，その様式は同じである。
ここで，中学校の暫定数学教科書の一覧を示すと[表2]のようになる。ここでは，在米史料
による凶稿受理日などは省略し，日本側史料として残っている暫定教科書の奥付に見られる IA
M.E.翻刻印刷日j，I翻刻発行日j，I頁数」などを示した。
頁数を見ればわかるように，すべての学年・類において，最初の 2分間である「前」と「中」
は16頁立てとなっているが，これは本丈の他に表紙，目次及び奥付を含んだ16頁である。したがっ
て，本文の多少によって，奥付が目次と同じ頁に印刷されることも生じるわけである。分間の最
後の「後」は内存の調整のため16頁立てとはなっていな ~ìo たとえば，頁数の肢も多い第 4 学年
第二類の「後」は本文53頁に表紙など 3頁を加えた56頁立てである。
右側は「中」左側は「前」『中等数学ー第一類』の奥付
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[表2J中学校・暫定数学教科書(戦後)一覧
教科書名 分冊 A. M. E. 翻安Ij発行日 発行所 員数 定価学年・類 翻刻印刷日 (銭)
目リ 21. 3. 1 21. 3. 5 中教 1 -14 40 中等数学
中 21. 4. 16 21. 4. 20 中教 15-26 25 1年・第一類 {灸 21. 4. 16 21. 4. 20 中教 27-50 55 
目リ 21. 3. 25 21. 3. 29 中教 1 -14 50 中等数学
中 21. 4. 16 21. 4. 20 中教 15-26 25 1年・第二類 {灸 21. 4. 16 21. 4. 20 中教 27-50 60 
目リ 21. 3. 5 21. 3. 9 中教 1 -14 40 中等数学て
中 21. 4. 29 21. 5. 3 中教 15-26 25 2年・第類
後 21. 4. 29 21. 5. 3 中教 27-59 70 
目リ 21. 3. 25 21. 3. 29 中教 1 -14 50 中等数学二
中 21. 4. 18 21. 4. 22 中教 15-26 25 2年・第一類
{灸 21. 4. 18 21. 4. 22 中教 27-54 65 
目リ 21. 3. 13 21.3.17 中教 1 -14 40 中等数学二
中 21. 5. 13 21.5.17 中教 15-26 25 3年・第類 {灸 21. 5. 13 21.5.17 中教 27-49 55 
目リ 21. 4. 1 21. 4. 5 中教 1 -14 40 中等数学三
中 21. 4. 18 21. 4. 22 中教 15-26 25 3年・第二類
後 21. 4. 18 21. 4 . 22 中教 27-60 70 
目リ 21. 4. 9 21. 4. 13 中教 1 -14 40 中等数学四
中 21. 5. 25 21. 5. 29 中教 15-26 25 4年・第一類
後 21. 5. 25 21. 5. 29 中教 27-76 95 
目リ 21. 4. 1 21. 4. 5 中教 1 -14 50 中等数学四
中 21. 5. 20 21. 5. 24 中教 15-26 25 4年・第二類
後 21. 5. 20 21. 5. 24 中教 27-79 105 
数表 21.2.13 21.2.17 中教 1-32 105 
暫定数学教科書『中等数学四第一類Jl(前・中・後) 『中等数学四第二類Jl(前・中・後)筆者蔵
5. 中学校の固定数学教科書(戦後)
昭和21年度使用の暫定数学教科書に続いて昭和22年には[表 3]に見られるような戦後版固定
数学教科書が発行された。この教科書の編集は当初，戦後初めて発表された「学習指導要領 算
数科数学科編(試案H (昭干12年5月15日発行)の作成に先行して行われ，その後，学習指導要
領の作成と|司時並行的に進められたことは「在米史料」から明らかである。
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[表3]中学校・固定数学教科書(戦後)一覧
教科書名 分冊 A.M.E 翻刻 発行所 民数 定価 備考学年 翻刻印刷日 発行日 (円)
中等数学 上 22. 3.26 22. 3.30 中教 90 無記載
第一学年同 下 22. 9.23 22. 9. 27 中教 124 無記載
( 1 ) 22. 3.26 22. 3.30 中教 90 5.10 22.11.17 
( 2 ) 22. 9.23 22. 9. 27 中教 124 不明 23. 6.26 
中等数学 (1) 22. 4.18 22. 4.22 中教 74 4.50 22.11.17 
第て学年同 ( 2 ) 22. 11. 6 22. 11. 10 中教 98 13. 60 23. 6.26 
中等数学 ( 1 ) 22. 6.30 22. 7. 4 中教 78 3.70 22.11.17 
第三学年同 ( 2 ) 22.11. 14 22. 11. 18 中教 174 9.50 23. 6.29 
[注]備考欄の年月 Hは昭和23年度用教科書の修正発行Hを示す。
第二学年用(2 )，第一学年用(2 )の書末には「平々・立ノら・平h根・立ノらム
恨の表」がある。さらに，第三学年用(2 )には「三角函数表」がある。
『中等数学第一学年用』上・下， (1) (2) 
筆者蔵
『中等数学第二学年用J](1)(2)
『中等数学第三学年用J](1)(2)
筆者蔵
6. 中学校数学教科書に見る戦時期から戦後にかけての変容
以上に見てきたように，戦時期から戦後にかけての中学校数学教科書は，昭和19~20年に発行
された固定教科書に続主戦後直後の昭和20年 8月~昭和21年 3月には，教科書の中の軍国主義
的・超国家宇会義的色彩を帯びた記述を墨で塗るなどした墨塗り教科書を経て，昭和21年度は暫定
的に編集された教科書を使用したのである。そして，昭和22年度には戦後版固定数学教科書が新
たに編集発行されたのである。そこで，戦時期から戦後にかけての，
戦時版固定数学教科書 → 戦後暫定数学教科書 → 戦後版固定数学教科書
という 3つの教科書の内容を吟昧することによって，戦時期から戦後にかけての中学校数学教育
の内零的変遷を明らかにしてみよう。紙数の関係で第 1学年のみを取り上げると，上記3者の
「中等数学一』の目次は次ページの通りである。各項目の後に記されている数字はページ数を表
している。
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戦時固定教科書『中等数学』
(附和19~20年)
「中等数学ー第一類」
1 図表と式
統計図表[ーJ1 -4 
統計図表[てJ5 -7 
文字の使用 7-11 
忘程式12-15
種々の問題16-20
2 比例
比例u[ー J21-25 
比例J[~.] 25-28 
実験によって関係を知ること28-32
反比例32-35
比例[三J35-38 
平方恨38-43
平Jらー 表と平Jらー根表43-47
種々の問題48-53
3 正の数負の数
温度の計算54-56
負の数56-60
負の数の寄算60-66
負の数の引算66-70
負の数の掛算・割算70-77
座標77-81
等速運動の図表81-83
種々の問題84-88
「中等数学ー第二類」
1 測量
sti離を測ること 1-6 
計算尺 7-13 
高さを測ること14-17
測定値の扱いノヴ18-20
図形の決定20-23
概泊J23-27
種々の問題27-29
2 図形の書き方
見取図[ーJ30-33 
見取図[二J33-36 
展開図36-37
投影図[ーJ38-42 
投影図[二J42-44 
楕円45-47
種々の問題47-53
3 図形の観察
対称形[ーJ54-59 
円59-63
対称形[二J64-67 
回転休67-72
平行[ーJ72-75 
平行四辺形76-78
平行[~.] 78-82 
種々の問題82-88
戦後暫定教科書「中等数学』
(附和21年)
「中等数学ー第一類」
戦後固定教科書「中等数学』
(H併日22年)
「中等数学第一学年用(1 ) J
[前・中・後]
1 図表と式
統計図表1-4 
[前:1 -14J I主食の統計 1 -14 
文字の使用 4-7 
ht主式7-9 
種々の問題9-11 
2 比例
比例[ーJ12-14 
比例[~.] 14-16 
反比例16-17
比例[三J17-20 
平方恨20-22
[中:15-26J 
計算練習 15-24 
力とその伝達 25
I 力とはかり 26-29
H 摩擦 29-33
il.比例U33-41 
N てこ 41-51
V いろいろな上七仔リ 52-58
VI.滑車 58-65
W 仕事 65-70
平h表と平忘根表23-25 計算練習 71-80
種々の問題26-28 [後:27-50J 
3 正の数負の数 |種々の問題 81-90
温度の計算29-30
負の数30-33
負の数の寄算33-37
負の数の引算37-40
負の数の掛算・割算40-44
座標44-46
等速運動の図表46-48
種々の問題48-50
「中等数学ー第二類」
[前・中・後]
「中等数学第一学年用 (2)J 
1 浪iJ量 [前:1 -14J I夏休みの研究
距離を測ること 1-4 
計算尺4-8 
高さを測ること8-10
測定値の扱いβ10-12
図形の決定12-14
概測14-17
種々の問題17
2 図形の書き方
見取図['J 18-20 
見取図[二J20-22 
展開図22-23
投影図['J 23-26 
投影図[二J27-28 
楕円28-30
種々の問題30-33
3 図形の観察
対称背534-38
円39-41
T求41-44
平行線44-47
平行平市47-49
種々の問題49-50
[中:15-26J 
I 茂の研究 1-5 
H 秋子の研究 6-8 
計算練習 9-16 
形と図
1 .形のいろいろな表しh 17-35 
I.投影図 35-43 
E 測量 43-59 
[後:27-50J I計算練習 60-66
種々の問題 67-73
正の数・負の数
1. lf，負の符号 74-83 
I.加法 84-92 
il.減法 92-99 
N 乗法・除法: 100-111 
計算練習 112-119
種々の問題 120-124
上記の比較対照表からわかるように，戦時版固定教科書と暫定教科書の内容は「完全に」と言っ
てよいほどに一致している。暫定教科書は戦時版固定教科書の中から戦時色を串びた記述を削除
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した墨塗り教科書を下敷きにして作成されたのであるから，目次のレベルで一致しているのは当
然のことと言える 川。次に，暫定教科書と戦後版固定教科書を比較してみると，以下のように
なる。
目次のレベルで見れば，暫定教科書に見られる項目のうち， I統計j，I比例j，I反比例j，I正
の数・負の数j，I測量j，I投影図」はそれぞれ戦後版固定教科書にも見られる。また， I文字の
使用」は「比例」の項目の中で， I球」及び「平行平面」は「形のいろいろな表し方」の中で簡
単ではあるが扱われており， I見取図，展開図」は「投影図」の中で扱われている。
一方， I方程式j，I平方根j，I座標jI対称形j，I円j，I平行線」は戦後版固定教科書の第一学
年用書には見られないが， これらの項目は下記に示すように第二学年あるいは第二会学年のいずれ
かの教科書で取り上げられている。
「方程式j，I平方根j，I座標j :第二学年(2 ) 
「対称形j，I平行線j，I円j :第二主学年(2 ) 
このように，戦時版固定教科書及び暫定教科書の第一学年の内容は戦後版固定教科書に全体と
して引き継がれているが，学年配当という面では遅れが見られる。さらに，第二学年・第二会学年
の内容を比較すると，数学としての水準は明らかに低下している。たとえば，暫定教科書の第二
学年の内零である「式の計算，二次函数j，Iコ角函数」は，戦後版固定教科書では，前者はまっ
たく扱われず，後者は簡単な二角北の扱い(第二学年)に後退している。また，合同と相似など
も第二主学年に移行させられている。
暫定教科書の第二学年の内容であった「筒数の処理j，I系列の考察処理j，I誤差と近似式j，
「対数j，I周期運動j，I二二角形の解法j，I軌跡」はすべて戦後版固定教科書「中等数学」から姿
を消し，昭和23年度発足の新制高等学校で使用された『数学 解析編(I)~， r数学 解析編
(II)1 r数学 幾何編(1)~の内存となった。ただ，次節でも言及するが，これらの教科書は
「中等学校数学科用」として編集されたものであり，最後期の旧制中学校でも使用された。
では，戦後版固定数学教科書に特徴的な内零は何か。第1には，てこや滑車などの単一機械の
機能の考察(第一学年)，力や重心の基本的法則の理解(第二学年)など理科的教材が採り入れ
られたことであり，第 2には，主食の統計(第一学年)，賃金の統計(第二学年)，稲作の研J先・
家計の研究・結核の研究(第二学年)など社会科的教材が採り入れられたことである。実際，
「中等数学 第三ー学年用(2 )~では「教師への注意」として「社会科・理科などと密接な関連が
あるから，特に， この点に留意して取り扱う必要がある」と述べられている。なお，この理科的
教材の採用は戦時実用主義的傾向の名残であり，社会科的教材の採用は CIE及び当時のいわゆ
る「進歩主義教育」の影響であると思われる。
以上見てきたように，数学の水準という観点から見れば，戦後の新制中学校は戦前・戦時期の
旧制中学校と比べてほぼ一学年分低下したと言ってもよい。そして， この教科書の編集作業が戦
後段初の「学宵指導要領 算数1''1数学科編(試案)~の作成に先行して手がけられたことから，
学習指導要領の第七学年~第九学年に示された学習内容の規定に影響を与えたと考えられる。
7.中学校修業年限の短縮と復旧
戦時期から戦後にかけての中学校の修業年限は戦時局面の影響を受けて 4年と 5年の聞を揺れ
動いた。明治19日886J年6月22日の「尋常中学校の学科反其程度」において尋常中学校が5年
制と規定されて以来， I尋常中学校」が「中学校」と改称された明治32[1899J年 2月7日の中
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学校令改正でも 5年制は堅持されてきた。
ところが，第 1節で見たように，昭和18日943J年 1月の中等学校令によって，昭和18年度入
学生から中学校4年制と定められたのである。さらに，昭和18年10月12日に閣議決定された「教
育に関する戦時非常措置方策」によって，中学校の修業年限は，
「昭和十九年三片より四学年修了者にも上級学校入学の資格を附うし，昭和二十年二主月より
中等学校四年制施行期を繰上げ実施すJ(C) 
と規定された。この規定によって，昭和19年度第 4学年の希望者は昭和20年 3月卒業し上級学校
へ進学することができ，第 3学年は昭和21年 3月に全員卒業することとなった。しかし，昭和19
年 2月16日公布の「国民学校令等戦時特例」川によって，昭和16年 4月中学校入学者についても
4年卒業が適用されることとなり，昭和19年度第 4学年は全員が昭和20年 3月に卒業したのであ
る。これによって，昭和20年度は，中学校 5年生は存在しない状態となった。
戦後になって， ~円相 121 [1946J年 2月23日の「中等学校令」改正(勅令第102号)によって，
中等学校修業年限の復目が図られた。すなわち， I中等学校修業年限延長実施に伴う措置に関す
る件J(2月23日付発学90号)は，その日頑で，
「中等学校修業年限延長に関しては去る二月九日附発学六七号を以て内示通牒したるところ
右に関し二月二十二主日勅令第一O二号を以て中等学校令改正せられたるに付ては別紙「中等
学校修業年限延長実施に関する措置要項」に依り御措置相成度J(1)
と通知し，具体的な措置として，いくつかの特例を除いて，中等学校の修業年限を 5年に延長し，
実施日を昭和21年4月としたのであった。
昭和22年度の新制中学校発足にあたっては，目制中学校に併設された新制中学校(併設中学校)
も多く見られ，旧制中学校 1，2年修了者は新制併設中学校2，3年生となり，旧制中学校3，
4年修了者はそのまま旧制中学校 4，5年生として在籍した。
そして，昭和23年度の新制高等学校発足にあたって，旧制中学校4年は新制高等学校2年となっ
た。一方，目制中学校5年卒業者は希望すれば新制高等学校3年に進むことができたが，そのま
ま旧制高等学校1年に進んだ者は昭和23年度末に 1年次修了扱いとなり，昭和24年度発足の新制
大学を受け直さなければならなかった。
ここで，旧制中学校から新制高等学校・新制中学校への移行について，使用教科書なども合め
て一覧表にすると下のようになる。なお， I尋O年」は尋常小学校O年を， I因。年」は国民学校
初等科C年を， I旧中C年Jh之び「旧高C年」は旧制中学校C年，旧制高等学校C年を意味する O
旧制中学校から新制高校・新制中学校への移行に関する推移(算数・数学科)
9年度 10年度 11年度 12年度 13年度 14年度 15年度 16年度
尋1年 尋1年 尋1年 尋1年 尋1年 尋1年 尋1年 国1年
16年4月 旧中2年 旧中1年 国6年 国5年 国4年 国3年 国2年 国1年
五種 五種 総 京議 総 総 水色 水色
17年3月 恒主匝 小卒
17年4月 旧中3年 旧中2年 旧中1年 国6年 国5年 国4年 国3年 国2年
五種 五種 五種 京議 総 7)<色 水色 水色
18年1月 匝亘
3月 恒重E 小卒
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18年4月 旧中4年 旧中3年 旧中2年 旧中 1年 国6年 国5年 国4年 国3年
五種 種ー 種ー 種ー 水色 7)<色 水色 水色
10月 |措置方策|
12月 |措置要綱|
19年2月 |戦時特例|
3月 小卒
19年 4月 |円中5年 |円中4年 |円中3年 |円中2年 |円中 1年 囚6年 囚5年 囚4年
一種 一種 一種 固定 固定 水色 7]<.色 水色
20年 3月 |決戦要綱|
3月 |円中学 |円中卒 小卒
20年 4月 |円品 1年 |円品 1年 |円中4年 |円中3年 |円中2年 |円中 1年 囚6年 囚5年
8月 一種 固定 固定 固定 7]<.色 水色
9月 墨一種 墨固定 墨固定 墨固定 墨水色 墨水色
21年2月 |中等令改|
3月 (希望卒) 小卒
21年 4月 |円品 2年 |円品 2年 |円中5年 |円中4年 |円中3年 |円中 2年 |円中1年 囚6年
4月 (旧高 1) 
※ 1 暫固定 暫固定 暫固定 暫固定 暫水色
22年3月 旧中卒 小卒
22年4月 |新中発足| |併中発足| 旧両 1年
4月 |円高 3年 |円高3年 (1円高山 |円中5年 |円中4年 併中 3年 併中2年 新中 1年
※2 ※3 新固定 新固定 新固定
23年 3月 |円高卒 |円高卒 |円中卒 併中卒
3月 |旧中廃止|
23年4月 |新品発足| 旧両 2年 旧両 1年
4月 旧大1年 旧大1年 (旧高 3) 新高2年 新高 1年 併中3年 新中2年
4月 希望者は
新再3年
解・幾 解析 新固定 新固定
24年3月 18品 l年
修了
3月 |併中廃止| (1円高卒)
3月 新高卒 併中卒
24年4月 |新大発足| 旧両 3年
4月 |円大2年 |円大2年 (1円大 1) 新大1年 新高3年 新高 2年 新高1年 新中3年
解・幾 解・幾 解析 新固定等
25年3月 o日両廃止| 旧高卒 新高卒 新中卒
25年4月 旧大3年 旧大3年 旧大 1年 新大2年 新大1年 新品 3年 新品2年 新品 1年
(1円大山 解・幾 解・幾 解析
26年 3月 ~日中等廃| 新高卒
この一覧表では，たとえば 19年度尋 1年」の欄を縦に見ていくと，昭干119年度に尋常小学校
1年生であった児童が昭和16年4月に目制中学校 2年生となり，以下年度を追って昭和26年3月
までの学年推移と使用教科書(国民学校及び旧制中学校，新制の中学校，高等学校)が示しであ
る。他の欄も同様である。この一覧表において，枠囲みした略称の正式名は次の通りである。
117~ El I: 昭和17年数学教授要目 118~ El I: 開1118年数学教授要目
巨豆:中等学校令 匡E司:教育に関する戦時非常措置方策
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E 盟:教育に関する戦時非常措置方策に基く中等学校教育内相昔置要綱に関する件
直E盟国民学校令等戦時特例 匝司:決戦教育措置要綱
巨歪亘:中等学校令の改正 匪CÞ~JEI: 併設中学校の発足
直4Jl5'dlr.1併設中学校の廃止 医4J~ÆI: 新制中学校の発足
IBCT)日:旧制中学校の廃止 匿r'åJ~JEI: 新制高等学校の発足
IOI;:;J)司旧制高等学校の廃止 匿室田:新制大学の発足
IIBCÞ~盟:すべての旧制中等学校の廃止
また，使用教科書に関する略称の正式名は次の通りである。
緑:緑表紙教科書「尋常小学算術」
水色:水色表紙教科書「カズノホン~， r初等科算数1r高等科算数』
五種:五種検定教科書[5種類の検定教科書，その教科書著者名は竹内端二，阿部八代太
郎，掛谷宗一，束以高師附中，広島高師附中]
一種:一種検定教科書[1種類の検定教科書，教科書名は『数学』で第一類と第二類があ
る]
固定:戦時版固定数学教科書『中等数学』各学年とも第一類，第二類
墨田定:墨塗りされた戦時版固定数学教科書「中等数学」各学年とも第一類，第二類
墨水色:塁、塗りされた水色表紙教科書『カズノホン1 r初等科算数~， r高等科算数」
暫固定:暫定数学教科書「中等数学」各学年とも第一類，第二類
暫水色:暫定算数教科書『カズノホン1 r初等科算数~， r高等科算数」
新固定:戦後版固定数学教科書「中等数学」各学年とも(1)， (2) 
新固定等:新固定以外は，文部省著作モデル教科書「中学生の数学第一学年用~ (1)， 
( 2 ) 
解析:新制高等学校で使用された数学教科書『解析』
解・幾:新制高等学校で使用された数学教科書「解析」と「幾何」川
上記の一覧表を見ると，昭和20年4月に旧制中学校4年生となった生徒は翌年の21年3月に，
希望すれば卒業することができたことがわかる。一覧表では(希望卒)と記しである。これは，
昭和21年2月の中等学校令の改正によって，中等学校は4年告Ijから 5年制に復旧されたのである
が，中学校については， I但し現に段高学年に在学する者は本人の希望に依り昭和二十年度に限
り卒業せしむるを得ることJ(9)という但し書きが付けられたことによるO
一覧表の中の「※ 1J I※2 J I※3 Jは当該学年が使用した教科書についてであるが，以下こ
れらについて解説を加えておく。
「※ 1Jについて
暫定教科書は第 1~ 4学年用しか発行されず，第5学年用は発行されなかったが， I新学期授
業実施に関する件J(昭和21年4月9日，発教37号)に所収されている「昭和二十一年度使用教
科用図書の発行供給計画要領」の第 6項目に，
「六 中等学校第五学年用教科書
中等学校第立学年用教科書に関しては戦時中平常授業の実胞困難なりし実情に鑑み従来の
学習程度を勘案し新たに第五学年用教科書は編纂せざることとし本要領に依る発行供給図書
に付各学校に於て適宜使用せしむるものとすJ(川
と記述されていることから， I※1 Jは「暫固定」とすべきである。
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「※ 2J及び「※ 3Jについて
昭和2年度用の戦後版固定教科書は第 1~ 3学年用しか発行されなかったのであるから，旧制
中学校の第4，5学年用の教科書はどのように処置されたのであろうか。「丈部時報」第845号
(~同1123年 1 月 10 日発行)には「教科書の定価についてJ (11) (発教194号12月1日教科書局長発地
方教育民生部長あて)という記事が見られ，
「七月二卜六日付国教四卜五号で御通知以後に発行した中学校・中等学校及び師範学校用教
科書の定価は次の通りに決定したので各学校にも周知方お取計いを願いたい」
として，
「一中学校用」の欄に「中等数学一下五園六十銭」
「二 中等学校第四・立学年用」の欄に「解析編(1) 卜固」
と記載されている。また， r丈部時報」第844号(昭和2年12月10日発行)には，近藤唯一(教科
書局庶務課長)による「新教科書発行の経過とその将来(一)Jが掲載されていて， 1昭和二十二
年度用教科書発行配当一覧表」が見られ，算数・数学に関する部分をまとめると下表のようにな
る。この表中のiE.RJは「選択必修」を意味している。そして，この一覧表に関して，
10新教科書の発行現況では，新教科書には，
Lゆ〉なるものが発行されたか，教科課程に照し
合わせて発行，配当の情況はどうなっているか。
丈章にしては誌面をとるから試みに一覧表にし
てみよう。
この表には注釈が必要である。今年発行する
予定の教科書を教科課程に配当して見た表であ
る。が，高等学校は，今年は中等学校四，五学
年及びその相当学校の学年を意味するJ(凶
(下線筆者)
との解説が見られる。したがって. 1※2 Jと「※
3 Jは「解析編(I)Jとすべきである。正式な書
名は『数学解析編(1)~であり，昭和23年度から
は新制高等学校で使用されたが，目制中学校の最後
の学年でも，発行年月日の関係から(18) 昭和22年
度後期に使用されたと思われる。
8. 日本中等教育数学会の改組と再建
日本中等教育数学会から日本数学教育会ヘ
教科
教科書
1 
2 
イ戸4 3 
4 
弓A主こl与 校 5 
6 
巾
7 
イ戸4 8 
年
キ交
9 
等学校局
10 
11 
12 
計
学習指導要領
算数 数学 E.R E.R 
算数 数学 解析 幾何
上下
上下
上下
上下
1， 2 
1， 2 
今:
JL ノ¥
算数，数学編
日本数学教育会の前身は大正8[1919J年2月8日に創立された日本中等教育数学会(初代会
長:林鶴一)であり，その会則は大正 8 年 4 月発行の『日本中等教育数学会雑誌~ (以下.r雑誌』
とする)第1巻第 1号に，
「第一条 本会は中等教育に於ける数学反び其教授j去に関する事項を研究し之が進歩改善を
図るを以て目的とす。
第二条 本会は日本中等教育数学会と称すJ(11) 
と記録されているように，その目的は中等教育における数学教育の進歩改善のための研J先であった。
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では， ここで言われている「中等教育」とはどの範囲の教育であろうか。この件については，
「二卜周年記念号」として発行された『雑誌」第21巻第 5号に「本会名に於ける中等教育の意味」
と題して，
「中等教育というのは普通では中学校及び之と同等な程度の教育を指すので師範学校及び高
等女学校の教育は之に包含されるものとして取扱われて居るが，高等学校程度の教育は普通
之に合まれて居ないのである。併し中等教育を広義に解釈すれば，小学校教育と大学教育と
の中間教育を意味するものとなるので，高等学校や高等専門学校程度の教育も之に含ませ得
ることになる。創立当時から此の会名に中等教育とあるのは此の広義の中等教育を指すもの
とするということであった」山(下線筆者)
と述べられていて， “中等教育"という言葉が広義の意味で使用されていることがわかるが，小
学校教育と大学教育は除外されていた。しかし， この制限は昭和23[1948J年の定款改正におい
て撤廃され，それ以後の総会においては，小学校，中学校，高等学校，大学の 4部会が置かれる
ようになったのである。
日本中等教育数学会は昭和13[1938J年12月には，社団法人としての認可を受けたO 昭和14
[1939J年 1月発行の『雑誌』第21巻第 1号の「会報」欄には，
「昨年総会に於て決定した本会を社団法人にする件は案を具して東以府経由:文部省に巾請中
の所，次の通り許可があったO
社団法人日本中等教育数学会設立代表者 国枝元治
昭和卜二年九月二卜九日附申請社団法人日本中等教育数学会設立の件民法第二卜四条に依り
許可す。
昭和卜二年卜二月卜九日 文部大臣男爵荒木貞夫J(10) 
と記録されている。そして，新しい会則は「日本中等教育数学会雑誌」第21巻第 2号(昭和14年
3月)に掲載されている。その第1，2条では，
「第一条 本会は中等学校高等学校高等専門学校等に於ける数学及び其教授法に関する事項
を研究し之が進歩改善を図るを以て目的とす。
第二条 本会は社団法人日本中等教育数学会と称すJ(17) 
と規定されている。この規定の第一条を創立当初の会の目的を示した第一条と比較すると， I中
等学校高等学校高等専門学校等」のように学校種が前面に出され，小学校教育と大学教育の中間
教育という中等教育の範囲が明瞭になっている。
この会則に，会名変更という大きな改正が加えられたのは昭和18 [1943J 年 8 月 5 日 ~6 日に
東京女子高等師範学校で開催された第25回総会においてである。 昭和18年12月号として発行され
た「雑誌」第25巻第 6号には， I会名変更の件」として，幹事の岩間繰郎が，
「本会は創立以来長い間日本中等教育数学会という名をもって参りましたO 四年前法人組織
となった為社団法人日本中等教育数学会と変更したのであるが，本年一月よりコ片にかけて
我国の学制が改正され，中等学校令が公布されて中等学校は中学校，高等女学校，実業学校
を含むことが明にされた。中等教育数学会は会創設の当初には所謂中等学校と高等専門学校
の数学を研究する会という意味であったのが，中学教育というと何か高等専門学校の数学は
人らぬように盟、われぬでもないので，この名は不適当であるという意見が従来日々出たので
あるが，創立以来の伝統でそのま、になっていたのであります。しかるに中等学校の意義が
法律で明かにされた以上改正は必然となったので如何ようにするか評議員会で協議の結果，
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金沢に於て聞かれた昭和十八年度総会(第18回総会:昭和1年開催のこと 筆者注)に於て
最も賛成の多かったそして他日その機会の最も有力なる資料としようということになってい
た社団法人日本数学教育会と変更してはということであります。それで今度そのように変更
したいと思うのでありますJ(川
と提案し，満場一致で可決されている。
また，会の目的を規定している定款第一条についても，会名変更と同様の理由により変更が提
案され， これも満場一致で可決されている。こうして，新しい定款の第1， 2条は，
「第一条 本会は中等学校高等学校高等専門学校師範学校に於ける数学反び其教慢法に関す
る事項を研J先し之が進歩改善を図るを以て目的とす。
第二条 本会は社団法人日本数学教育会と称すJ(日〉
となったのである。この規定では，昭和18年3月8日の「師範教育令」の全面的改正によって専
門学校程度への昇格となった師範学校が明文化されている。
上記のように，会の名称は日本数学教育会と改められたが，研究対象として小学校教育と大学
教育は依然として除外されていた。この制限が撤廃されたのは昭和23口948J年10月14日に東京
女子高等師範学校で開催された第30回総会においてであった。この総会において決議された定款
が日本数学教育会の雑誌「数学教育」第 3巻第2号(昭和24[1949J年 7月1日発行)に掲載さ
れていて，会の目的を規定した第3条は，
「第二条 本会は数学及び数学教育に関する事項を研究し，会員の識見の向上につとめ，数
学教育の振興を図るをもって目的とする」削
と改められ，中等学校などの丈言は削除されたのであった。
この雑誌「数学教育』第 3 巻第 2 号の裏表紙には，次年度の昭和24年 7 月 28 日 ~30 日，大阪第
一師範学校で開催された第31回総会並びに数学教育研J先会の案内が掲載されていて，小学校部会，
中学校部会，高等学校部会， I新制」大学部会が設置されている。こうして， 日本数学教育会は
小学校から大学までの数学教育を研究対象とするまでに発展したのである。
戦時期から戦後にかけての総会及び会誌
戦時期段び戦後直後における日本の教育は人的にも物的にも多大な損失を余儀なくされた。そ
れは数学教育界も同様であった。たとえば，昭和16 [1 941J 年 8 月 5 日 ~7 日に開催予定であっ
た日本中等教育数学会第23回総会は鉄道輸送の関係で多数の人の移動が禁止されたことによって
中止を余儀なくされ，数学教育再構成研究会の活動に支障をきたした。
また，教科書の印刷・発行についても用紙事情によって，児童・生徒に卜分な教材を供給する
ことができなかった。特に，昭和19[1944J年以降の日本の教育は壊滅的な打撃を受けたと言っ
てもよい。ここで，日本中等教育数学会及び日本数学教育会の総会の開催及び、会誌の発行の状況
を見て，そのことを確認しておくことにした ~ì 。
昭和19年には奈良女子高等師範学校において第26回総会が開催される予定であったが，戦局悪
化のため中止となったし，会誌も第26巻第 1・2号が発行されたのみで，第3号から第 6号まで
は休刊を余儀なくされた。そして，昭和20年は総会の予定すら立たず，会誌も全号が休刊となっ
た。それでも，昭和21年5月10日には「日本数学教育会雑誌」第28巻第 1・2号が再刊された。
この会誌の最後頁の「会報」には昭和19年度， 20年度， 21年度の会の状況が記録されているので，
全丈を引用しておく。
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「昭和19年度 会誌第26巻第 1・2号を 9月30日に発行，其の後1月30日に印刷所二主秀舎が
擢災全焼した為，出来上ろうとしていた会誌は勿論， )以稿の一部迄も失いました。そして二
秀舎の仕事は大日本印刷株式会社に引継がれましたが，時局柄仕事が渉らず¥結局昭和19年
度には，会誌は第26巻第 1・2号が出ただけでした。一方，総会も奈良女高師で聞く予定で
ありましたが，遂に聞けませんでした。
昭和20年度 5月25日に，東京女高師も一部擢災しましたが，会の事務所は幸いに難を免
れました。その後，役員は度々会合，協議，先走を重ねましたが，遂に会誌も発行出来ず，
総会も聞けませんでしたので，会としてはこの年は〔休会〕と致します。従って会費は徴収
致しません。既に御納入済の分は本21年度の会費に充当致すことになりましたから左様御諒
承下さし、。
昭和21年度 会誌の印刷は，大日本印刷株式会社で引受けて頂くことになりました。が，
現在御点知の如く，印刷の仕事，用紙共に極めて岡難な状態にあり，急速には進行致し兼ね
ます。又経費の高騰の為，今後の発行部数にも制限を受けることと思います。尚印刷lの都合
上，丈字は平仮名に変りました。又，休刊中の号数は，号を追わずに，とばすことになりま
した。
従って本号は，第28巻第 1・2号になり，次の各号は休刊になりました。
第26巻第 3・4・5・6，第27巻全号J('1) 
その後，第28巻第3号は昭和21年8月10日に発行されたものの，第4号から第 6号までは休刊
に追い込まれてしまった。そして，第29巻第 1号からは，会誌名が「日本数学教育会雑誌」から
「数学教育」へと改められたのである。
会誌名が『数学教育」へと改題された第 1巻 cr日本数学教育会雑誌』の第29巻に相当)の第
1号が発行されたのは，ょうやく昭和22年12月1日であり，第2号は翌23年 4月1日にずれ込ん
でしまい，第 1巻はこの 2号の発行にとどまってしまった。そして，次の『数学教育」第2巻も
第 1号から第 3号までの発行にとどまったが，昭和24年の第 3巻からは従来通りの 6号を発行す
るまでに回復した。ただし，第 5・6号の発行は昭和25年4月に持ち越された。
日本数学教育会『数学教育』第一巻第一号~第二号，第二巻第一号~第三号 筆者蔵
一方，総会については， ~所1120年には開催できなかったが，翌21年には種々の悪条件を押し切っ
て， 6 月 7 日 ~8 日，束以高師附属国民学校の講堂において第28回総会を開催することができ
た。その総会記事は「日本数学教育会雑誌』の最後の号である第28巻第3号に所載されている。
第28回総会では，文部省図書監修官・和田義信の講演「新教科書について」がなされたものの，
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主要な課題とされたのは今後の会の組織運営及び事業に関する件であった。会の組織，運営に関
しては，地方支部を設置することが提案され，事業に関しては，研究部，出版部，調査部を本部
に設置して，数学教育研究に関する指導，講宵会の開催，研究問題の提起，図書及び教育参考品
の蒐集，雑誌の発行などを推進していくことが提案され，いずれも決定された。これらの決定に
沿って，翌22年度は全国規模の大会は開催されず，地区ごとの研究会が開催されたのであった。
また，会誌名も「数学教育』と改められた。
以上のような日本中等教育数学会及び日本数学教育会の総会ならびに会誌などの変遷を昭和15
年から昭和24年までについて一覧表にすると下記のようになる。
日本中等教育数学会及び日本数学教育会の総会・会誌等(昭和15年~24年)の変遷
昭和年 総会開催H 総会開催地 準備委員長 会長 会誌 備考
15年 第22回 広島 津山二郎 渡遺 第22巻 数学教育再構
8 月 6~8 日 文理科大学 (広昆高師) 係郎 1号(2月) 2号(3月)成研究会が設
(718名) 3号(5月) 4号(7月)立された。
5号 (10月) 6号 (12月)
16年 第23回 東京 小合金之助 向上 第23巻 8 月 5~7 tJ
9月28日 物理学校 (物理学校) 1号(2月) に開催予定で
(364名) 2号(3月) あったが、旅
3・4号(7月) 行制限のため
5号 (11月) 中止となった。
6号 (12月)
17年 第24回 大子目1) 清水辰次郎 向上 第24巻
8 月 5~7 tJ 高等よと学校 (大阪帝大) 1号(2月) 2号(4月)
(928名) 3号(6月) 4号(7月)
5号 (10月) 6号 (12月)
18年 第25回 東京女子 中沢伊与吉 渡濯 第25巻 会名が「日本
8月5，6 tJ 高等師範学校 (東京よと高師)孫一郎 1号(2月) 数学教育会」
(634名) 2・3号(6月) と変更された。
阿部 4・5号(11月)
八代太郎 6号 (12月)
19年 第26回 阿部 第26巻 奈良よと局師で
開催されず 八代太郎 1・2号(3月) 開催予定であっ
3 ~ 6号休刊 fこO
20年 第27回 向上 第27巻
開催されず イそ号休刊
21年 第28回 東示品等師範 鍋島信太郎 向上 第28巻
6月7，8日 学校附属国民 (東京高師) 1・2号(5月)
(?名) 学校 3号(8月)
4~6 号休刊
22年 第29回 向上 第29巻 地区別に開催
開催されず 1号 (12月) された
名称を「数学教育」と改
め，第1巻第 1号とした。
23年 第30回 東京よと子 中沢伊勺古 向上 第1巻第2号(4月)
10月 14~16 日 高等師範学校 (東京女高師) 第2巻
(?名) 1号(8月)
2号(9月)
3号 (10月)
24年 第31回 大阪学芸大学 清水辰次郎 向上 第3巻 第 3巻から判
7 月 28~30 日 (大|仮第師 (阪大) 1号(4月) 型がA5から
(?名) 範学校) 2号(7月) B 5 (大型)
3号(7月) へ変更された。
4号 (12月)
5・6号(昭和25年4月)
H日和20年前後における中学校数学教育の諸断面 19 
日本数学教育会の再建
昭和22年度は各地灰において支部が設立され，日本数学教育会再建の足固めがなされた年であっ
た。会誌「数学教育~ (第 1巻第 1号)に掲載された「最近の数学教育界の動き」によれば，昭
和21年10月12日，札幌一中で開催された北海道数学教育研究会の席上で，従来の諸組織を一本化
することが決定され，翌22年 7 月 30 日 ~31日，北海道帝国大学中央講堂において日本数学教育会
北海道支部が発会したことが報じられているO また，昭和22年 9 月 6 日 ~7 日には，東京支部総
会を兼ねて関東地方数学研究会が束以物理学校で開催されたことも記録されている
さらに，会誌『数学教育~ (第 1巻第 2号)国載の「最近の数学教育会の動き IIJでは，昭和
22年に，各地において下記のような研究会が開催されたことが報じられている
東北地方数学教育研究会 10月 26 日 ~27 日 於山形高等学校
東海地方数学教育会 11月 29 日 ~30 日 於愛知第二師範学校男子部
岐阜県数学教育研究会 11月1日
千葉支部発会式 11月5日 於千葉師範学校附属小学校
この他，長野県松本市では 11月 8 日 ~9 日に，長野県南佐久郡では12月 10 日に数学教育研究会
が開催されている。
続いて，会誌「数学教育~ (第2巻第 1号)掲載の「最近の数学教育会の動き皿」では，第 1
回浦和数学教育研究会が10月23日に開催されたこと，昭和23年2月1日には茨城県数学教育研究
このように，昭和22年度には会が水戸高等女学校で結成式を催したことが報じられている
各地医において数学教育研究会の設立が進められたのである O
すでに述べたように，昭和23[1948J年10月14日に開催された第30回総会において，日本数学
教育会は小学校教育から大学教育までを研究対象とすべく定款を改正し~同1124年の第31回総会
以降，小学校部会が開催されていったのであるが，小学校算数教育に関する会誌はまだ持ってい
なかった。したがって，小学校算数教育に関する研究と実践を発表し交流する場としての会誌を
発刊することは会の念願でもあった。
この小学校算数教育に関する会誌の発刊が実現した
のは昭和27年4月のことであった。会誌名は「算数教
育」であり，杉村欣次郎の「算数教育発刊の辞」の後
に，高木貞治，国枝元治，渡辺孫一郎，小合金之助，
塩野直道，前田隆一，戸田清，干l田義信が祝辞を寄せ
ている。
こうして，小学校向けの『算数教育」と中学校以上
を対象とする「数学教育」という 2本立ての出版活動
が始まったのである。
日本数学教育会は基礎となる地方組織を確立して，
組織を立て直し，再建の道を歩むことになり，昭和23
年以降は毎年全国研究大会を開催するとともに，昭和
27年以降は出版部門においても小学校教育から大学教
育までを視野に入れた全国的な教育研究団体となるに
至ったのである。
…?
日本数学教育会誌 『算数教育』
第 1巻第 1号筆者蔵
20 上垣 渉
注
(1)教育審議会における中等教育改革については次の書に詳しい。米田俊彦著「教育審議会の研究 中等
教育改革Jl(野間教育研究所紀要第38集)，野間教育研究所，平成6年8月30tJ 
( 2 )井上副著/占旧東朔編『固定教科書編集て十五年Jl(武蔵野文庫)武蔵野書院，昭和59年5月30tJ， 
p.78 
( 3 )文部省編纂『終戦教育事務処理提要 第二集Jl(文泉堂出版株式会社，同和55年 1月31日復刻発行)
に所収， pp.355-370 
(4)戦時版固定数学教科書『中等数学』は，第 1・2学年の一類.一類，第3学年の一類の計5冊しか発
行されなかったから，暫定数学教科書「中等数学』の第 3学年の一類，第4学年の一類・て類は何を
下敷きにして編集されたのか。第 4学年の一類については，一種検定教科書「数学 4第一類』の中
の「連続的変化」と「統計と確半」を下敷きにしたと思われる。また，第 3・4学年の二類について
は，長崎栄二「中等数学第 類・第二類の墨塗りと暫定教科書J(r学芸大数学教育研究』第11号に所
収)によれば，附和19・20年に作られたと思われる固定教科書の謄写版刷りの原案が下敷きにされた
ようである。
( 5 )文政研究会編「文教維新の綱領』新紀元社，昭和19年4月1tJ，附録pp.6 -7 
( 6 )同上書，附録pp.29-31
(7) 前掲書 (3)，p.284 
( 8 )正式な書名は『数学解析編(l)Jlr数学解析編 (II)Jlr数学幾何編(1)Jlr数学幾何編(2 ) Jl
である or数学解析編(I)Jlについては注(13)を参照。それ以外の教科書の発行年月日は順に同
和22年10月25tJ， 11月26tJ，昭和田年6月2tJであり，いずれも中等学校教科書株式会社からの発行
である O
( 9 )前同書 (3)，p.285 
(10) I新学期授業実施に関する件J(r近代日本教育制度史料』第25巻，大日本雄弁会講談社，同和33年 1
月初日に所収， pp.297 -301)，引用は p.300
(11) I教科書の定価についてJ(r文部時報』第845号，同和23年1月10日に所収)， p.9 
(12) I新教科書発行の経過とその将来(一)J (r文部時報』第844号，昭和22年12月10tJに所収)， p.3 
(13) r数学解析編(l)Jlは中等学校教科書株式会社から昭和22年 8月23tJに発行された。奥付には
I APPROVED BY MINISTRY OF EDUCATION (DATE Aug.19，1947)Jとあり，中表紙には
「中等学校数学科用」と記載されている。また，頁数は232頁であり，定価は10円であった。
(14) r日本中等教育数学会雑誌』第1巻第1号，大正8年4月12日， p.30 
(15)向上誌，第21巻第5号， Kf1和14年9月30日， p.228 
(16)同上誌，第21巻第 1号，昭和14年1月18tJ， p.58 
(17)同上誌，第21巻第2号，昭和14年3月10tJ， p.103 
(18)同上誌，第25巻第 6号，昭和19年9月10tJ， pp.179-180 
(19)向上誌， p.180 
(20)日本数学教育会『数学教育』第 3巻第 2号，
(21) r日本数学教育会雑誌』第28巻第 1・2号， K日和21年5月10日， p.25 
(22) tJ本数学教育会『数学教育』第 1巻第 1号(tJ本数学教育会雑誌 第29巻第 1号改題)，昭和22年12
月 1tJ， pp.43-45 
(23)同上誌，第 1巻第2号，昭和23年4月1tJ， pp.45-47 
(24)向上高志第 2巻第 1号， K日和23年8月1日， pp.46-47 
